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的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
図
中
の
現
在
の
山
科
区
に
相
当
す
る
区
域
に
は
、（
一
）
盆
地
北
端
を
東
西
に
横
断
し
て
京
と
近
江
を
結
ぶ
道
、（
二
）
盆
地

東
端
で
そ
の
道
と
分
か
れ
、音
羽
山
か
ら
続
く
醍
醐
山
地
の
縁
に
沿
っ
て
南
下
し
、小
野
・
醍
醐
を
経
由
し
て
石
田
に
至
る
道
、（
三
）

阿
弥
陀
ヶ
峯
の
南
と
北
で
東
山
を
越
え
、
南
花
山
付
近
で
合
流
し
て
盆
地
の
西
縁
を
南
東
に
延
び
る
道
（
勧
修
寺
で
東
に
伸
び
、

小
野
で
（
二
）
に
合
流
す
る
道
を
分
岐
す
る
）
が
描
か
れ
て
い
る
。（
一
）
は
日
ノ
岡
越
の
現
三
条
街
道
、（
三
）
は
渋
谷
越
と
滑

石
越
と
い
う
平
安
京
と
結
ぶ
道
に
相
当
し
、（
二
）
は
古
図
で
は
南
部
の
道
に
は
接
続
し
て
い
な
い
が
、
大
和
と
北
陸
と
を
結
ぶ

古
北
陸
道
に
由
来
す
る
現
在
の
旧
奈
良
街
道
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
道
は
、
七
世
紀
後
期
に
は
、
山
科
盆
地
北
東
端
か
ら
小
関
越

を
経
て
近
江
大
津
宮
に
直
結
す
る
道
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
奈
良
時
代
に
は
山
科
駅
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
山
科
の
基
本
的
な
交
通

環
境
が
古
代
に
形
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

律
令
制
下
に
お
い
て
、
山
科
盆
地
は
山
背
（
山
城
）
国
宇
治
郡
に
属
し
た
。
一
〇
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
倭
名
類
聚
抄
』
国
郡

部
の
宇
治
郡
の
項
に
は
、
宇
治
・
大
国
・
賀
美
・
岡お

か
の
や屋

・
小
野
・
山
科
・
小お

ぐ
る
す栗

・
余あ

ま
る
べ部

の
八
郷
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
山
科
盆
地

に
は
こ
の
う
ち
の
小
野
・
山
科
・
小
栗
・
余
部
の
四
郷
が
設
定
さ
れ
た
。
山
科
・
小
野
・
小
栗
は
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の
山
科
・
小
野
・

小お
ぐ
る
す

栗
栖
の
地
名
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
に
成
立
し
た
『
安
祥
寺
資
財
帳
』
に
は
、
安
祥
寺
の
寺
域

の
山
五
〇
町
の
四
至
（
東
西
南
北
の
範
囲
）
の
記
載
に
続
い
て
、「
山
城
国
宇
治
郡
余
部
郷
の
北
方
に
在
り
。
安
祥
寺
上
寺
は
其そ

の
裏う

ち

に
在
り
」
と
記
さ
れ
る
が
、
安
祥
寺
上
寺
の
遺
構
は
Ｊ
Ｒ
山
科
駅
北
方
の
安
祥
寺
川
上
流
北
側
の
尾
根
上
で
確
認
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
資
財
帳
に
記
さ
れ
る
安
祥
寺
の
買
得
地
・
施
入
地
の
中
に
は
余
部
郷
の
里
と
し
て
（
三
条
）
弓
弦
羽
里
・
三
条
石

雲
北
里
・
一
条
山
口
・
二
条
大
伏
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
山
科
郷
古
図
」
に
描
か
れ
る
現
三
条
街
道
を
挟
ん
だ
南
北
の
地
区

に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
余
部
郷
は
現
三
条
街
道
周
辺
の
盆
地
北
部
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
と
す
れ
ば
山
科

郷
は
小
栗
・
小
野
郷
と
余
部
郷
の
中
間
、
す
な
わ
ち
山
科
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
設
定
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
吉
川
真
司
は
、
山

科
郷
は
音
羽
川
・
四
ノ
宮
川
・
安
祥
寺
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
山
科
盆
地
北
東
部
の
扇
状
地
に
、
小
野
郷
は
山
科
川
（
上
記
三

第
二
章
　
古
代
の
山
科

　

山
科
の
古
代
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
文
献
史
学
や
歴
史
地
理
学
の
面
か
ら
多
く
の
研
究
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
近

年
で
は
、安
祥
寺
に
関
す
る
京
都
大
学
を
中
心
と
す
る
文
献
史
学
・
考
古
学
・
美
術
史
学
な
ど
か
ら
の
総
合
研
究
が
注
目
さ
れ
る
が
、

そ
の
成
果
は
安
祥
寺
と
い
う
個
別
寺
院
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
古
代
史
上
の
山
科
の
位
置
づ
け
に
ま
で
及
ぶ
豊
富
な
内
容
を
提

供
し
て
い
る
。
研
究
成
果
は
研
究
報
告
以
外
に
『
皇
太
后
の
山
寺　

－
山
科
安
祥
寺
の
創
建
と
古
代
山
林
寺
院
－
』（
柳
原
出
版
、

二
〇
〇
七
年
）
と
し
て
一
般
に
も
読
み
や
す
い
形
で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
に
収
載
さ
れ
た
上
原
真
人
・
吉
川
真
司
・
梶
川

敏
夫
ら
の
論
考
は
、
そ
れ
以
前
の
研
究
成
果
を
整
理
す
る
と
と
も
に
山
科
地
域
の
古
代
史
の
特
徴
を
的
確
に
指
摘
し
て
お
り
、
本

稿
は
そ
の
成
果
に
大
き
く
拠
っ
て
い
る
。

一　

歴
史
的
環
境

　

山
科
は
、
平
安
京
か
ら
東
に
伸
び
る
三
つ
の
幹
線
道
路
（
東
海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
）
が
通
過
す
る
、
京
の
い
わ
ば
東
方
へ

の
出
入
口
で
あ
っ
た
。
東
国
か
ら
京
へ
、
あ
る
い
は
京
か
ら
東
国
へ
と
向
か
う
人
や
物
資
の
多
く
は
山
科
を
経
由
し
た
。
こ
う
し

た
交
通
上
の
特
性
に
大
き
く
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
山
科
は
ま
た
、
敦
賀
な
ど
日
本
海
沿
岸
に
到
着
し
た
渤ぼ

っ
か
い海

の
使
者
た
ち

が
京
へ
入
る
直
前
に
迎
接
さ
れ
る
な
ど
、
京
の
東
郊
な
ら
で
は
の
特
別
な
機
能
が
付
与
さ
れ
た
地
域
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
以
上

の
特
性
は
、
平
安
京
と
と
も
に
初
め
て
形
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
遅
く
と
も
七
世
紀
後
期
以
来
の
歴
史
の
な
か
で
構
成
さ
れ

て
き
た
特
性
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
視
覚
的
に
語
る
史
料
が
「
山
城
国
山
科
郷
古
図
」（
通
称
「
山
科
郷
古
図
」）
で
あ
る
。「
山
科
郷
古
図
」
は
、
一
二
世

紀
後
期
こ
ろ
に
勧
修
寺
に
よ
り
寺
領
の
所
在
を
主
張
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
山
と
平

地
と
の
境
界
や
条
里
の
界
線
、
里
名
、
主
要
な
寺
・
堂
・
神
社
・
池
・
道
な
ど
が
記
さ
れ
、
古
代
か
ら
中
世
前
期
の
山
科
を
復
元
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川
の
合
流
点
以
南
）
か
ら
旧
安
祥
寺
川
流
域
に
わ
た
る
盆
地
北
西
部
に
、余
部
郷
を
盆
地
北
辺
に
比
定
し
、東
西
か
ら
山
地
が
迫
っ

て
盆
地
が
狭
隘
に
な
る
醍
醐
か
ら
南
に
か
け
て
の
地
域
に
小
栗
郷
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

　

古
代
の
山
科
区
域
に
暮
ら
し
て
い
た
人
々
に
つ
い
て
も
、い
く
つ
か
史
料
が
あ
る
。
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
山
科
陶す

え

原は
ら

家
」

に
住
ん
だ
と
記
さ
れ
る
（『
扶
桑
略
記
』『
家
伝
』『
三
宝
絵
詞
』）
中な

か
と
み
の
か
ま
こ

臣
鎌
子
（
藤
原
鎌か

ま
た
り足

）
で
あ
ろ
う
。
鎌
足
は
こ
の
家
の
一
隅

に
精
舎
（
仏
堂
）
を
建
て
、
そ
れ
が
後
に
山や

ま

階し
な

寺
と
呼
ば
れ
、
さ
ら
に
は
大
和
国
興
福
寺
へ
と
発
展
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。『
安

祥
寺
資
財
帳
』
は
安
祥
寺
下
寺
の
寺
領
は
西
限
を
「
山
陵
」（
古
図
の
「
陶
田
北
里
」
に
所
在
す
る
天
智
天
皇
陵
）
に
、
南
限
を

「
興
福
寺
地
」
に
接
す
る
と
記
す
が
、
吉
川
は
「
興
福
寺
地
」
を
鎌
足
旧
宅
の
後
身
と
考
え
、
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）「
山
城
国

安
祥
寺
領
寺
辺
田
畠
在
家
検
注
帳
案
」
に
安
祥
寺
西
南
部
の
寺
領
（
大
槻
北
里
）
の
南
に
接
す
る
大
槻
里
北
半
に
安
祥
寺
以
外
の

所
有
地
が
所
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
を
「
興
福
寺
地
」
す
な
わ
ち
「
陶
原
家
」
の
所
在
地
と
推
定
し
た
。
現
在
の
Ｊ
Ｒ
山

科
駅
南
西
方
の
京
都
薬
科
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近
に
相
当
す
る
。
こ
の
「
陶
原
家
」
と
関
係
し
て
、
田た

な
べ
の
ふ
ひ
と

辺
史
氏
・
上か

み
つ
け毛

野ぬ

氏
も
居

住
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

一
方
、宇
治
郡
に
は
宇
治
宿す

く
ね祢

氏
や
宇
治
連む

ら

氏じ

が
広
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
、東
大
寺
に
残
る
奈
良
～
平
安
前
期
の
売
券（『
大

日
本
古
文
書
』
家
わ
け
東
大
寺
文
書
に
収
載
）
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
宇
治
宿
祢
氏
に
は
郡
の
大
領
・
少
領
を
、
宇
治
連
氏
に
は

主
帳
の
地
位
を
も
つ
者
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
宇
治
郡
の
郡
司
職
を
担
う
伝
統
氏
族
で
あ
っ
た
と
見
做
さ
れ
る
。
山

科
区
域
に
限
れ
ば
、
康
保
元
年
（
九
六
四
）
の
「
醍
醐
寺
牒
案
」（『
平
安
遺
文
』
収
載
）
に
、
山
科
郷
の
陵
戸
と
し
て
宇
治
峯
真
・

国
背
好
男
・
大
宅
豊
宗
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）「
山
城
国
貢く

御ご
に
ん人

小
野
郷
司
藤
原
経
成
解
」
に
散
位
藤
原
経
成
の
名
が
み
え
、

後
述
す
る
よ
う
に
『
今
昔
物
語
集
』
に
至
っ
て
宮み

や

道じ
の

弥い
や
ま
す益

ら
の
名
が
み
え
る
。

　

興
味
深
い
の
は
売
券
に
岡
屋
郷
（
宇
治
市
五
ヶ
庄
の
岡
屋
が
遺
称
地
）
の
戸
主
と
し
て
道ち

も
り
の
お
み

守
臣
人
足
と
い
う
名
が
み
え
る
こ
と

で
、
道
守
氏
は
越
前
の
郡
領
氏
族
と
し
て
知
ら
れ
る
地
方
豪
族
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
古
北
陸
道
を
通
し
た
越
前
方
面
と
の
交

流
に
よ
る
人
の
移
動
が
垣
間
見
え
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二　

平
安
京
と
山
科

　

平
安
京
へ
の
遷
都
は
山
科
盆
地
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
ず
第
一
は
、
主
要
な
交
通
路
の
切
り
替
え
に
よ
り
、
前
述
し
た

三
本
の
通
路
が
揃
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
長
岡
京
時
代
は
東
海
・
東
山
・
北
陸
道
は
六
地
蔵
か
ら
奈
良
時
代
の
北
陸
道
を
辿
り
、
逢

坂
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
分
岐
し
た
ら
し
い
が
、
平
安
京
の
造
営
後
は
京
の
直
近
か
ら
深
草
丘
陵
を
横
断
し
て
山
科
盆
地
に
入
り
、

盆
地
を
東
西
に
横
断
す
る
通
路
が
中
心
軸
に
な
っ
た
。
延
暦
二
三
年
（
八
〇
四
）
の
山
科
駅
の
廃
止
は
、
こ
の
主
要
官
道
の
切
替

え
に
伴
う
措
置
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
、
畿
内
の
重
要
幹
線
道
路
の
一
つ
で
あ
っ
た
京
と
南
都
奈
良

を
結
ぶ
道
の
渡
河
点
宇
治
へ
と
至
る
旧
北
陸
道
は
、「
山
科
郷
古
図
」
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
依
然
と
し
て
機
能
を
有
し
て
い
た

か
ら
、
山
科
の
交
通
上
の
重
要
性
は
よ
り
高
く
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
科
は
古
代
に
お
い
て
も
京
郊
外
の
重
要
な
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
機
能
を
も
つ
地
域
で
あ
っ
た
。

　

日
ノ
岡
越
・
渋し

ぶ
た
に谷

越
・
滑す

べ
り
い
し石

越
の
う
ち
、
以
後
の
歴
史
の
中
で
主
要
道
と
な
っ
た
の
は
日
ノ
岡
越
で
あ
る
が
、
京
造
営
の
当
初
か

ら
そ
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
但
し
、
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
に
は
「
粟
田
山
路
」
の
損
傷
に
よ
り
車
馬

の
往
還
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
し
、
山
城
国
に
実
検
を
指
示
す
る
宣
旨
が
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
（『
日
本
紀
略
』）、
当
時
既
に

現
三
条
街
道
が
物
資
輸
送
上
の
主
要
道
と
な
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
慶よ

し
し
げ
の
や
す
た
ね

滋
保
胤
の
「
池ち

て
い
の
き

亭
記
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
一
〇
世
紀
後
期
以
降
は
京
市
街
地
が
左
京
を
中
心
に
展
開
し
、
貴
族
邸
宅
も
左
京
の
四
条
以
北
に
営
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な

る
と
、
日
常
的
に
日
ノ
岡
越
が
主
要
道
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
前
九
年
合
戦
（
一
〇
五
一
～
六
二
）
の
後

に
源
頼
義
が
持
ち
帰
っ
た
安あ

べ
の
さ
だ
と
う

倍
貞
任
ら
の
首
が
「
粟
田
山
大
谷
北
丘
」
に
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、
日
ノ
岡
峠
道
が
京
の
東
の
出
入
り
口

と
し
て
確
固
た
る
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
し
、
院
政
期
に
発
展
す
る
白
河
街
区
は
日
ノ
岡
峠
を
西
に
越
え

た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　

滑
石
越
の
道
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
坂さ

か
の
う
え
の
た
む
ら
ま
ろ

上
田
村
麻
呂
の
墓
に
比
定
さ
れ
る
西
野
山
古
墓
の
存
在
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
西
野

山
古
墓
は
滑
石
越
の
山
科
側
か
ら
の
登
り
口
に
近
い
斜
面
地
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
発
見
さ
れ
、
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承
は
、
山
科
が
上
級
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
京
か
ら
文
字
通
り
ひ
と
山
越
え
た
、
静
養
・
隠
遁
・
遊
楽
の
た
め
の
比
較
的
自
由
な
空

間
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』「
高た

か
ふ
じ藤

の
内
大
臣
の
語は

な
し

」（
巻
二
二
の
第
七
話
）
に
載
る
、
勧
修
寺
開
創
に
関
わ
る
説
話
に
も
、
平
安
京
に
住

む
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
の
山
科
の
性
格
が
反
映
し
て
い
る
。
勧
修
寺
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
説
話
で
は
、
藤
原
冬ふ

ゆ
つ
ぐ嗣

の
子
・

良よ
し
か
ど門

（
良よ

し
ふ
さ房

の
弟
）
の
子
の
高
藤
が
南
山
科
で
の
鷹
狩
り
の
最
中
、
雨
宿
り
に
立
ち
寄
っ
た
家
で
主
人
の
歓
待
を
受
け
、
そ
の
娘

と
一
夜
の
契
り
を
結
ん
だ
こ
と
が
勧
修
寺
建
立
に
至
る
出
発
点
と
な
っ
て
い
た
。
説
話
で
あ
る
か
ら
そ
の
ま
ま
に
事
実
と
解
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
説
話
の
舞
台
設
定
と
し
て
違
和
感
を
も
た
れ
な
い
ほ
ど
に
、
貴
族
に
と
っ
て
山
科
が
気
安
く
遊
猟
を
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
近
郊
の
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四　

安
祥
寺
の
建
立

　

平
安
遷
都
以
前
の
七
～
八
世
紀
に
お
い
て
、
の
ち
の
京
と
そ
の
縁
辺
部
に
お
い
て
は
幾
つ
も
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
。
北
野
廃

寺
（
北
区
）・
北
白
川
廃
寺
（
左
京
区
）・
樫か

た
ぎ
は
ら原

廃
寺
（
西
京
区
）
な
ど
は
考
古
学
的
に
調
査
さ
れ
た
寺
院
跡
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
し
、
八
坂
の
法
観
寺
（
東
山
区
）
は
現
在
も
当
初
の
塔
位
置
を
保
ち
な
が
ら
存
続
し
て
い
る
。
山
科
盆
地
に
お
い
て
も
、

大
宅
廃
寺
（
山
科
区
）
を
は
じ
め
法
琳
寺
・
醍
醐
廃
寺
（
伏
見
区
）
な
ど
が
建
立
さ
れ
た
（
第
一
章
）。

　

平
安
遷
都
以
後
の
仏
教
界
で
顕
著
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
京
周
辺
に
お
け
る
山
林
寺
院
の
建
立
で
あ
り
、
山
科
も
そ
の
舞
台
の

一
つ
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
律
令
制
国
家
に
と
っ
て
仏
教
は
鎮
護
国
家
の
役
割
を
担
い
、
僧
尼
の
主
た
る
活
動
は
寺
院
を
舞
台
と

し
た
が
、他
方
そ
の
役
割
を
可
能
に
す
る
優
れ
た
能
力
の
獲
得
の
た
め
に
は
俗
世
を
離
れ
た
静
寂
な
山
林
で
の
修
業
が
重
視
さ
れ
、

奈
良
時
代
を
通
し
て
各
地
に
山
林
寺
院
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
京
都
盆
地
直
近
の
地
に
お
い
て
も
、
八
世
紀
末
に
は
最

澄
が
創
建
し
た
比
叡
山
寺
（
の
ち
の
延
暦
寺
）
と
和わ

け気
氏
が
建
立
し
た
高
雄
山
寺
（
の
ち
の
神
護
寺
）
と
し
て
そ
の
姿
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

正
倉
院
宝
物
に
類
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
金
装
太
刀
や
金
銀
平へ

い
だ
つ
そ
う
ほ
う

脱
双
鳳
文
鏡
を
含
む
豪
華
な
副
葬
品
（
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

る
）
が
多
数
出
土
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
き
た
墓
で
あ
る
。
一
方
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
墓
に
つ
い
て
は
、『
清
水
寺
縁
起
』
に

載
せ
る
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
太
政
官
符
に
四
至
の
記
載
が
あ
り
、
吉
川
真
司
は
こ
れ
を
も
と
に
西
野
山
古
墓
こ
そ
坂
上
田
村
麻

呂
の
墓
で
あ
る
と
し
、
国
家
の
大
事
の
際
に
墓
が
鳴
動
し
た
と
か
、
坂
東
や
奥
地
に
向
う
将
軍
が
詣
で
た
と
か
い
う
『
清
水
寺
縁

起
』
の
説
話
か
ら
う
か
が
え
る
、
東
方
や
北
方
の
敵
か
ら
京
を
守
護
す
る
墓
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
た
。
実

際
に
滑
石
越
は
平
安
京
羅
城
門
に
最
も
近
接
し
た
通
路
で
あ
り
、
羅
城
門
は
京
へ
の
正
式
な
出
入
り
口
で
あ
っ
た
し
、
鴨
川
に
か

か
る
唯
一
の
橋（
辛か

ら
は
し橋・

韓
橋
）は
左
京
の
東
南
端
に
近
い
位
置
に
架
け
ら
れ
て
い
た
。
吉
川
は
西
野
山
古
墓（
坂
上
田
村
麻
呂
墓
）

の
存
在
か
ら
、
日
ノ
岡
越
を
東
海
・
東
山
・
北
陸
三
道
を
兼
ね
る
大
路
で
あ
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
渤
海
使
の
入
京
や
征
夷
大
将

軍
の
凱
旋
な
ど
の
威
儀
を
整
え
て
の
入
京
に
際
し
て
は
滑
石
越
が
用
い
ら
れ
た
と
推
測
し
、
こ
の
道
が
京
の
東
の
玄
関
で
あ
っ
た

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

三　

遊
猟
・
別
業
の
地
山
科

　

平
安
京
の
造
営
が
も
た
ら
し
た
影
響
の
第
二
は
、
山
科
が
貴
族
た
ち
の
京
外
で
の
活
動
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
津

宮
の
時
代
に
も
天
智
天
皇
が
山
科
野
で
遊
猟
を
し
た
記
録
が
あ
る
が
（
天
智
天
皇
八
年
＝
六
六
九
）、
桓
武
天
皇
は
延
暦
十
三
年

（
七
九
四
）
十
二
月
に
山
科
野
で
遊
猟
し
て
以
来
、
頻
繁
に
山
科
野
・
日
野
で
遊
猟
を
行
っ
た
。

　

山
科
で
活
動
し
た
の
は
天
皇
だ
け
で
は
な
い
。
平
安
期
に
な
る
と
「
山
科
」
を
冠
し
た
通
称
名
を
も
つ
貴
族
や
貴
族
の
別べ

つ
ご
う業

（
別

邸
）
が
史
料
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
前さ

き
の

山
科
大
臣
」
と
称
さ
れ
た
嵯
峨
朝
の
右
大
臣
藤
原
園そ

の
ひ
と人

、「
後の

ち
の

山
科
大
臣
」
と
称

さ
れ
た
仁
明
朝
の
右
大
臣
藤
原
三み

守も
り

が
そ
れ
で
、
恐
ら
く
は
山
科
に
別
業
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
名
で
あ
ろ
う
。
桓

武
朝
の
参
議
紀き

の

勝か
つ

長な
が

の
「
山
階
宅
」
も
あ
っ
た
。
仁
明
天
皇
の
第
四
皇
子
人さ

ね

康や
す

親
王
は
出
家
後
に
山
科
に
住
ん
だ
と
さ
れ
（『
一
代

要
記
』）、
近
世
の
地
誌
は
十
禅
寺
周
辺
を
そ
の
屋
敷
の
跡
と
し
、
四
ノ
宮
の
地
名
も
こ
れ
に
因
む
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
名
称
や
伝
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平
安
中
期
以
降
、
安
祥
寺
は
次
第
に
衰
微
し
、
勧
修
寺
第
五
世
長
吏
の
深し

ん

覚か
く

が
安
祥
寺
第
六
世
座
主
を
兼
ね
る
に
至
っ
て
、
勧

修
寺
の
影
響
下
に
入
っ
た
ら
し
い
。
次
い
で
勧
修
寺
第
六
世
長
吏
の
信し

ん

覚か
く

が
安
祥
寺
第
九
世
座
主
を
兼
務
し
、
信
覚
は
勧
修
寺
長

吏
・
安
祥
寺
座
主
を
と
も
に
厳げ

ん

覚か
く

に
譲
り
（『
山
科
安
祥
寺
誌
』）、
こ
の
の
ち
厳
覚
の
弟
子
の
宗
意
が
安
祥
寺
、
寛
信
が
勧
修
寺
、

増
俊
が
隨
心
院
を
継
ぎ
、
い
わ
ゆ
る
小
野
流
三
派
の
祖
と
な
っ
た

五　

勧
修
寺
の
創
建

　

九
世
紀
末
に
開
創
さ
れ
、
先
行
す
る
安
祥
寺
を
勢
力
下
に
組
み
込
み
、
山
科
盆
地
に
お
け
る
重
要
な
真
言
宗
の
拠
点
寺
院
と
し

て
の
発
展
を
示
し
た
の
が
勧か

修じ
ゅ
う
じ寺

で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
説
話
で
は
、
藤
原
高
藤
が
一
夜
の
契
り
を
結
ん

だ
娘
は
宇
治
郡
大
領
宮
道
弥
益
の
娘
列れ

つ
し子

で
、
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
胤い

ん
し子

は
の
ち
に
宇
多
天
皇
の
女
御
と
な
っ
て
醍
醐
天
皇

を
産
み
、
宮
道
弥
益
は
そ
の
縁
で
修
理
大
夫
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
弥
益
は
の
ち
に
そ
の
家
を
寺
に
あ
ら
た
め
、
そ
れ
が
勧
修
寺

の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
い
、
弥
益
の
妻
が
東
方
の
向
い
の
山
辺
に
建
立
し
た
堂
が
大
宅
寺
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
延
喜
五
年

（
九
〇
五
）
九
月
二
十
一
日
付
の
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）
に
は
、
胤
子
が
生
前
に
醍
醐
天
皇
を
守
護
す
る
た
め
に
建
立
し

た
と
あ
り
、
胤
子
死
去
の
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
以
前
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

宮
道
弥
益
は
漏
刻
博
士
な
ど
を
務
め
る
京
の
下
級
官
人
と
し
て
み
え
（『
日
本
三
代
実
録
』）、
大
領
が
事
実
と
す
れ
ば
伝
統
的

な
郡
領
氏
族
宇
治
宿
祢
氏
に
代
わ
っ
て
成
長
し
て
き
た
氏
族
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
を
推
測
す
る
史
料
も
な
く
、『
今
昔

物
語
集
』の
説
話
の
す
べ
て
を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。し
か
し
高
藤
と
列
子
の
間
に
生
ま
れ
た
胤
子
が
醍
醐
天
皇
の
母
と
な
っ

た
系
譜
そ
の
も
の
は
事
実
で
あ
り
、
勧
修
寺
の
周
辺
に
高
藤
（
小
野
墓
）・
列
子
（
後
小
野
墓
）・
胤
子
（
小
野
陵
）
な
ど
の
陵
墓

が
営
ま
れ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
勧
修
寺
が
弥
益
の
家
に
起
源
を
も
つ
こ
と
は
信
じ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

後
世
の
史
料
で
は
あ
る
が
、『
勧
修
寺
旧
記
』（
続
群
書
類
従
所
収
）
に
は
、
弥
益
が
鷹
屋
の
あ
と
を
本
堂
と
し
、
そ
の
南
に
胤

子
と
弥
益
が
承
悛
を
行
事
と
し
て
建
立
し
た
御
願
堂
、
そ
の
東
に
一
重
の
多
宝
塔
、
本
堂
の
西
に
右
大
臣
定
方
（
胤
子
の
兄
）
が

　

平
安
京
造
営
に
際
し
て
は
京
内
に
は
東
寺
・
西
寺
の
官
寺
の
み
が
創
建
さ
れ
、
京
内
で
の
寺
の
建
立
は
永
く
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
必
然
的
に
京
の
周
辺
部
に
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
九
世
紀
後
期
以
降
に
な
る
と
、
京
周
辺
の
山
地
に
密
教
系

の
山
林
寺
院
が
多
数
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
山
科
地
域
に
お
い
て
そ
の
先
鞭
と
な
る
の
が
安
祥
寺
で
あ
っ
た
。

　

安
祥
寺
は
、
仁
明
天
皇
の
女
御
藤
原
順じ

ゅ
ん
し子

（
文
徳
天
皇
生
母
・
冬
嗣
の
女
）
を
本
願
主
、
真
言
を
学
ん
だ
入
唐
帰
朝
僧
恵え

運う
ん

を

開
山
と
し
て
、
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
に
創
建
さ
れ
た
。
恵
運
は
前
摂
津
国
少
掾
上か

み
つ
け
ぬ
の
ま
つ
お

毛
野
松
雄
の
所
有
す
る
松
山
一
箇
峰
を
得
て

造
営
に
着
手
し
た
が
、
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
に
は
僧
七
人
を
置
く
ま
で
に
な
り
、
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
に
は
国
か
ら
一
定
の

運
営
経
費
を
支
給
さ
れ
る
定じ

ょ
う
が
く
じ

額
寺
に
認
定
さ
れ
、
翌
斉
衡
三
年
に
は
寺
の
四
辺
の
山
を
順
子
が
買
い
上
げ
て
施
入
し
、
こ
う
し
て

寺
域
・
施
設
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
は
、
恵
運
が
作
成
し
勧
修
寺
に
伝
来
し
て
写
本
が
作
ら
れ
、
東
寺
観
智
院
に
残
さ

れ
た
『
安
祥
寺
資
財
帳
』
や
他
の
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、『
延
喜
式
』
に

よ
れ
ば
、
安
祥
寺
で
階
業
を
終
え
た
僧
は
諸
国
の
講
読
師
に
任
命
さ
れ
、
安
祥
寺
の
修
理

経
費
の
た
め
の
財
源
が
土
佐
国
の
財
政
の
中
に
設
定
さ
れ
る
な
ど
、
安
祥
寺
は
国
家
的
な

保
護
を
受
け
た
。

　

安
祥
寺
は
上
寺
と
下
寺
と
か
ら
成
り
、
上
寺
は
安
祥
寺
川
に
沿
っ
て
の
ぼ
り
、
北
側
の

安
祥
寺
山
の
山
頂
に
近
い
南
斜
面
に
、『
安
祥
寺
資
財
帳
』
に
載
る
礼
仏
堂
・
五
大
堂
な
ど

に
比
定
さ
れ
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
安
祥
寺
所
蔵
の
五
智
如
来
像
や
東
寺
観
智
知

院
に
伝
わ
る
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
は
、
創
建
期
の
上
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

下
寺
は
応
仁
・
文
明
の
乱
で
灰
燼
に
帰
し
、
現
在
の
安
祥
寺
は
徳
川
幕
府
の
援
助
で
一
七

世
紀
前
期
に
か
つ
て
の
寺
域
内
に
再
興
さ
れ
た
も
の
で
、
創
建
期
の
下
寺
の
位
置
は
わ
か
っ

て
い
な
い
。
順
子
は
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
に
没
し
、
そ
の
墓
は
安
祥
寺
山
中
に
つ
く

ら
れ
た
（
後
山
科
陵
）。

図
一 

木
造
五
智
如
来
坐
像
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亡
母
列
子
の
た
め
に
建
立
し
た
西
堂
な
ど
が
あ
っ
た
と
記
す
。『
旧
記
』
は
ほ
か
に
醍
醐
天
皇
御
願
の
灌
頂
堂
や
一
条
天
皇
御
願

の
薬
師
堂
な
ど
も
あ
っ
た
と
記
し
、
延
喜
年
間
以
降
に
次
第
に
寺
観
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の

は
西
堂
で
、
定
方
の
忌
日
に
当
た
る
八
月
に
は
一
門
が
参
集
す
る
法
華
八
講
が
催
さ
れ
、
一
門
の
長
者
が
「
西
堂
長
者
」
と
い
う

地
位
を
兼
ね
て
勧
修
寺
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
る
。
勧
修
寺
は
い
わ
ば
一
門
の
氏
寺
的
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
勧
修
寺
を
中

核
と
し
て
紐
帯
を
確
認
す
る
高
藤
流
は
勧
修
寺
の
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

醍
醐
天
皇
の
後
、
皇
位
は
基
経
の
娘
穏お

ん
し子

出
生
の
村
上
天
皇
、
安あ

ん
し子

（
基
経
の
孫
・
忠
平
の
娘
）
出
生
の
冷
泉
・
円
融
天
皇
へ

と
受
け
継
が
れ
、
師
輔
の
子
孫
の
九
条
流
が
外
戚
の
地
位
を
独
占
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
高
藤
の
子
孫
の
勧
修
寺
流

は
貴
族
社
会
で
の
地
位
を
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
十
一
世
紀
末
～
一
二
世
紀
初
め
の
為た

め
ふ
さ房

の
時
代
に
大
き
な
変
化
の
時
期
を

迎
え
る
。

　

為
房
は
白
河
上
皇
の
近
臣
（
院
別
当
）
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
、
鳥
羽
天
皇
の
即
位
と
と
も
に
蔵く

ろ
う
ど
の
と
う

人
頭
と
な
る
一
方
、
藤
原

師も
ろ

実ざ
ね

・
師も

ろ
み
ち通

の
家
司
と
し
て
摂
関
家
の
家
務
を
と
る
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
か
っ
た
。
子
の
顕あ

き

隆た
か

も
白
河
院
の
院
別
当
と

な
り
、「
夜
の
関
白
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
実
力
を
誇
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
高
藤
流
（
勧
修
寺
流
）
は
弁
官
を
務
め
蔵
人
頭
を
輩

出
す
る
一
方
、
院
や
摂
関
家
の
実
務
を
担
当
す
る
弁
官
家
・
名
家
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
中
世
の
公
家
勧か

修じ
ゅ
う

寺じ

家

の
成
立
で
あ
る
。
同
じ
時
期
、
為
房
の
子
の
寛
信
は
勧
修
寺
の
別
当
の
地
位
に
つ
き
、
こ
れ
以
後
は
勧
修
寺
家
出
身
の
僧
が
事
務

を
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寛
信
は
小
野
流
の
秘
奥
を
伝
授
さ
れ
、
密
教
の
修
法
に
も
通
暁
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、
勧
修
寺
の

密
教
儀
式
の
充
実
に
努
め
た
ら
し
い
。
寛
信
以
後
、
勧
修
寺
は
公
家
の
勧
修
寺
家
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
つ
つ
、
真
言
密
教
小
野

流
の
一
門
流
（
勧
修
寺
流
）
の
中
心
寺
院
と
し
て
重
き
を
な
す
こ
と
に
な
っ
た
。

六　

小
野
流
の
形
成
と
隨
心
院

　

勧
修
寺
に
や
や
遅
れ
て
開
創
さ
れ
、
天
皇
の
御
願
に
よ
る
堂
を
も
つ
な
ど
、
同
じ
よ
う
な
発
展
を
示
し
た
寺
が
醍
醐
寺
（
伏
見

区
）
で
あ
る
が
、
醍
醐
寺
の
関
係
す
る
活
動
は
現
在
の
山
科
区
域
に
も
及
ん
で
い
た
。
醍
醐
寺
は
貞
観
一
六
年
（
八
七
四
）、
空

海
の
孫
弟
子
聖し

ょ
う
ぼ
う宝

が
笠
取
山
の
山
上（
上
醍
醐
）に
准じ

ゅ
ん
で
い胝・

如に
ょ
い
り
ん

意
輪
両
観
音
像
を
安
置
す
る
た
め
の
草
案
を
結
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
、

貞
観
十
八
年
に
両
観
音
像
の
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（『
醍
醐
寺
縁
起
』）。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
に
は
醍
醐
天
皇
の
勅

願
寺
と
な
り
、
延
喜
年
間
末
以
降
に
は
下
醍
醐
の
伽
藍
の
整
備
が
始
ま
る
な
ど
、
寺
勢
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
醍
醐
天

皇
が
聖
宝
の
活
動
を
援
助
し
た
背
景
に
は
、
高
藤
・
胤
子
ら
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
山
科
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
と
す
る
理
解
も
あ

る
。
の
ち
に
醍
醐
天
皇
陵
が
醍
醐
に
営
ま
れ
た
の
も
、
勧
修
寺
・
醍
醐
寺
と
天
皇
と
の
関
わ
り
に
よ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

聖
宝
の
法
脈
を
継
ぐ
仁に

ん

海が
い

に
よ
り
小
野
に
開
か
れ
た
寺
が
曼ま

ん
だ
ら

荼
羅
寺
で
、
仁
海
は
真
言
宗
小
野
流
の
祖
と
言
わ
れ
る
。
隨
心
院

は
こ
の
曼
荼
羅
寺
の
後
身
と
伝
え
、
一
二
世
紀
以
後
は
小
野
流
の
門
流
・
隨
心
院
流
の
拠
点
寺
院
と
な
っ
た
。

　

隨
心
院
は
ま
た
小
野
小
町
の
邸
宅
跡
と
の
伝
承
で
も
知
ら
れ
る
。
ど
う
や
ら
中
世
に
つ
く
ら
れ
た
伝
説
で
事
実
の
裏
付
け
は
な

さ
そ
う
だ
が
、
謡
曲
な
ど
で
広
く
膾
炙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
隨
心
院
が
小
町
の
寺
と
し
て
名
所
化
し
、
境
内
地
や
そ
こ
に
至
る
道

沿
い
に
小
町
関
係
の
遺
跡
と
伝
え
ら
れ
る
寺
な
ど
が
あ
っ
て
関
心
を
集
め
た
こ
と
も
歴
史
の
一
面
で
あ
る
。

七　

元
慶
寺
と
慈
徳
寺

　

山
科
の
寺
と
し
て
は
元が

ん
け
い慶

寺
と
慈
徳
寺
に
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
元
慶
寺
は
、
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
清
和
天
皇
の

中
宮
藤
原
高た

か
い
こ子

の
陽
成
天
皇
出
産
に
際
し
、
遍へ

ん
じ
ょ
う照

が
発
願
し
て
草
創
し
た
寺
で
あ
る
が
、
寧
ろ
寛
和
二
年
（
九
八
六
）、
女
御
忯し

し子

の
死
を
悲
嘆
す
る
花
山
天
皇
が
藤
原
兼
家
ら
の
策
謀
に
は
ま
っ
て
出
家
に
至
っ
た
事
件
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
事
件
を
契

機
に
一
条
天
皇
が
即
位
し
、
兼
家
が
外
祖
父
と
し
て
摂
政
の
地
位
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
慈
徳
寺
は
そ
の
一
条
天
皇
の
生
母
藤
原

詮せ
ん
し子

に
よ
り
長
保
元
年
（
九
九
九
）
に
落
慶
供
養
さ
れ
た
寺
で
、
長
保
三
年
に
没
し
た
詮
子
の
法
会
も
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。
長
和
二

年（
一
〇
一
三
）に
は
元
慶
寺
と
慈
徳
寺
の
寺
地
の
堺
が
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら（『
御
堂
関
白
記
』）、両
寺
は
近
接
し
て
い
た
ら
し
い
。

慈
徳
寺
は
一
二
世
紀
末
の
史
料
を
最
後
に
そ
の
名
が
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
元
慶
寺
は
現
在
に
法
灯
を
つ
な
い
で
い
る
。
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コ
ラ
ム　

─ 

隨
心
院
の
仏
像 

─

　

山
科
盆
地
は
古
く
か
ら
大
和
よ
り
北
陸
や
東
国
へ
抜
け
る
街
道
が
貫
く
交
通
の
要
衝
で
、
七
、八
世
紀
創
建
の
大
宅
廃
寺
や
元

屋
敷
廃
寺
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
中
臣
鎌
足
の
邸
宅
「
陶
原
ノ
家
」、
奈
良
興
福
寺
の
前
身
寺
院
山

階
寺
も
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
。
京
が
平
安
に
遷
っ
て
か
ら
も
、
安
祥
寺
や
勧
修
寺
が
開
か
れ
た
。
こ
う
し
た
古
代
山
科
を
感
じ
ら

れ
る
作
例
と
し
て
、
勧
修
寺
繡
仏
（
現
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
）
や
安
祥
寺
五
智
如
来
坐
像
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
と
く
に
金
剛
界
五
仏
た
る
五
智
如
来
像
は
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
に
国
宝
答
申
を
受
け
た
ば
か
り
で
あ

る
。
安
祥
寺
は
九
世
紀
に
文
徳
天
皇
の
母
藤
原
順
子
発
願
、
恵
運
開
基
の
寺
院
で
、
先
行
す
る
上
寺
に
追
加
造
営
さ
れ
た
下
寺
が

あ
り
、
五
智
如
来
像
は
上
寺
礼
仏
堂
に
伝
わ
る
仏
像
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
軀
は
木
造
乾
漆
併
用
の
堂
々
た
る
姿
で
、
面
部
の
表
現

や
体
軀
の
力
強
さ
に
平
安
初
期
の
特
徴
を
看
取
で
き
る
。
そ
し
て
平
安
の
山
科
盆
地
に
は
曼
荼
羅
寺
も
存
在
し
、
曼
荼
羅
寺
こ
そ

が
隨
心
院
の
前
身
寺
院
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
～
四
年
に
仁
海
が
撰
し
た
『
灌
頂
御
願
記
』
で
は
、
曼
荼
羅
寺
に
は
上
下
両
所
が
あ
っ
て
、
上
寺
は

理
源
大
師
聖
宝
の
住
ん
だ
上
醍
醐
の
延
命
院
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
延
命
院
に
は
、
聖
宝
に
続
き
元
方
、
元
杲
が
住
し
、
仁
海
の

時
代
に
後
朱
雀
天
皇
の
御
願
に
よ
っ
て
下
寺
が
造
立
さ
れ
、上
下
両
所
を
曼
荼
羅
寺
と
号
し
た
と
い
う
。
小
野
流
始
祖
の
仁
海
は
、

第
二
の
空
海
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
空
海
と
姿
か
た
ち
が
よ
く
似
て
い
た
。
仁
海
は
ま
た
高
野
山
復
興
に
つ
と
め
、
東
大
寺
別
当
、
東

寺
長
者
を
歴
任
、
師
元
杲
か
ら
学
ん
だ
祈
雨
法
に
優
れ
、
雨
僧
正
と
も
呼
ば
れ
た
。
仁
海
に
よ
っ
て
寺
観
を
整
え
ら
れ
た
曼
荼
羅

寺
は
、
孫
弟
子
範
俊
の
時
、
醍
醐
寺
と
の
間
で
相
論
が
起
き
、
上
寺
延
命
院
と
の
関
係
が
切
れ
る
。
そ
れ
で
も
範
俊
の
孫
弟
子
増

俊
の
時
、
曼
荼
羅
寺
の
塔
頭
と
し
て
隨
心
院
が
建
立
さ
れ
、
増
俊
の
孫
弟
子
親
厳
の
時
、
後
堀
河
天
皇
の
宣
旨
で
門
跡
寺
院
と

な
っ
た
。
高
い
寺
格
を
誇
る
曼
荼
羅
寺
で
あ
っ
た
が
応
仁
の
乱
で
ほ
ぼ
全
焼
、
そ
の
後
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
隨
心
院
と

し
て
現
在
地
で
再
興
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
隨
心
院
は
、
平
安
後
期
の
仁
海
、
鎌
倉
の
親
厳
、
そ
し
て
二
条
家
と
の
関
係
で
隆
盛

し
た
江
戸
、
都
合
三
度
の
画
期
を
経
て
な
お
、
一
貫
し
て
真
言
密
教
を
源
泉
と
す
る
密
厳
仏
国
土
の
祈
念
道
場
で
あ
り
続
け
た
。

　

現
在
、
隨
心
院
で
は
、
慶
長
再
興
時
に
建
て
ら
れ
た
西
面
す
る
本
堂
仏
壇
に
仏
像
が
横
一
列
に
並
ぶ
。
仏
壇
中
央
に
は
厨
子
入

本
尊
如
意
輪
観
音
像
が
安
置
さ
れ
る
が
、
秘
仏
の
た
め
に
通
常
は
姿
を
拝
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
如
意
輪
観
音
像
は
、
六
臂
で
二

重
蓮
華
座
に
右
膝
を
立
て
る
輪
王
坐
と
し
、
白
毫
、
玉
眼
を
嵌
入
、
寄
木
造
の
鎌
倉
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
仏
像
で
あ
る
。
持
物
は

輪
宝
、
紅
蓮
華
、
宝
珠
で
、
念
珠
を
亡
失
す
る
。
宝
冠
、
光
背
、
台
座
等
は
後
補
で
、
山
口
隆
介
の
報
告
で
は
頭
部
内
に
墨
書
が

あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
確
認
で
き
な
い
と
い
う
。
如
意
輪
観
音
は
観
音
の
な
か
で
も
っ
と
も
遅
く
成
立
し
た
と
さ
れ
る
尊
格
で
、

経
典
で
は
二
臂
、
四
臂
、
六
臂
な
ど
の
姿
に
説
か
れ
る
。
日
本
で
は
空
海
が
請
来
し
た
と
さ
れ
る
六
臂
の
作
例
が
最
多
で
、
彫
刻

最
古
の
作
例
は
大
阪
河
内
長
野
市
の
観
心
寺
像
で
あ
る
。
観
心
寺
像
は
発
願
実
恵
、
造
像
真
紹
で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
に
も
恵
運
、

真
雅
、
真
然
、
聖
宝
、
と
空
海
の
法
灯
を
継
ぐ
真
言
僧
た
ち
は
挙
っ
て
如
意
輪
観
音
像
を
つ
く
っ
た
。
津
田
徹
英
の
研
究
で
は
、

上
寺
延
命
院
に
も
、
聖
宝
、
観
賢
、
元
杲
が
各
々
造
立
し
た
如
意
輪
観
音
像
三
軀
が
あ
っ
た
と
い
う
。
す
る
と
、
現
隨
心
院
の
本

尊
は
鎌
倉
時
代
の
作
例
で
あ
る
も
の
の
、
仁
海
時
代
に
制
作
し
た
像
の
再
興
像
か
も
し
れ
な
い
。

　

続
い
て
、
本
尊
厨
子
向
か
っ
て
右
の
金
剛
薩
埵
坐
像
に
注
目
し
た
い
。
金
剛

薩
埵
は
、
大
日
如
来
と
衆
生
の
菩
提
心
を
結
び
つ
け
る
存
在
で
、
真
言
付
法
の

第
二
祖
で
あ
る
。
金
剛
界
成
身
会
な
ど
の
示
す
と
お
り
、
こ
の
像
は
左
手
に
五

鈷
鈴
、
右
手
に
五
鈷
杵
を
執
り
、
蓮
華
座
上
に
坐
し
て
い
る
。
持
物
及
び
光
背
、

台
座
は
後
補
、
頭
体
幹
部
一
材
、
左
右
に
割
矧
ぐ
構
造
で
あ
る
。
黒
漆
で
塗
ら

れ
た
胎
内
背
部
中
央
に
「
巧
匠
法
眼
快
慶
」
と
の
朱
書
銘
が
あ
る
。
朱
書
銘
は
、

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
佐
和
隆
研
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
そ
の
書
風

か
ら
快
慶
の
銘
と
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
西
川
杏
太
郎
は
、
木
屎
漆
で
の

修
正
が
多
い
こ
と
、
両
腕
の
構
え
を
決
定
す
る
の
に
苦
心
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

図
一 

金
剛
薩
埵
坐
像



31 30

快
慶
が
弟
子
を
監
督
し
て
つ
く
ら
せ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

で
は
、
快
慶
及
び
快
慶
工
房
の
制
作
と
み
ら
れ
る
こ
の
像
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
背
景
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
か
。
曼
荼
羅

寺
は
、親
厳
時
代
の
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
焼
失
す
る
が
、寛
喜
元
年
（
一
二
三
一
）
に
門
跡
寺
院
に
な
る
ほ
ど
の
寺
勢
だ
っ

た
。
快
慶
が
朱
書
銘
の
ご
と
く
法
眼
に
叙
任
さ
れ
る
の
は
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
か
ら
承
元
四
年
の
間
、
亡
く
な
る
の
が
嘉
禄

三
年
（
一
二
二
七
）
と
さ
れ
る
か
ら
、
金
剛
薩
埵
像
は
一
二
二
一
年
か
ら
一
二
二
七
年
ご
ろ
の
快
慶
晩
年
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
金
剛
薩
埵
像
の
著
名
な
彫
刻
と
い
え
ば
東
寺
講
堂
像
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、講
堂
に
は
、五
仏
、五
菩
薩
、五
大
明
王
、

四
天
王
、梵
釈
合
わ
せ
て
二
十
一
尊
が
安
置
さ
れ
る
。
こ
の
立
体
曼
荼
羅
の
う
ち
五
菩
薩
の
一
軀
が
金
剛
薩
埵
像
で
あ
る
。
一
方
、

隨
心
院
に
も
、
前
身
が
曼
荼
羅
寺
と
い
う
か
ら
に
は
曼
荼
羅
を
示
す
仏
像
や
絵
画
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
快
慶
作
金
剛
薩
埵
像

の
像
高
は
一
〇
二
・
一
セ
ン
チ
、
東
寺
講
堂
像
は
二
十
一
尊
の
う
ち
の
一
軀
で
、
像
高
が
九
六
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
東
寺
よ
り
も
少
な
い
群
像
、
五
菩
薩
の
み
が
快
慶
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
金
剛
薩
埵
像
が

古
様
の
彫
眼
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
快
慶
は
古
像
を
意
識
し
て
制
作
し
た
と
み
ら
れ
る
。
と
な
る
と
、
快
慶
は
再
興
像
と
し
て
五
菩

薩
を
制
作
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
曼
荼
羅
寺
で
は
承
久
焼
失
前
も
五
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
井
上
一
稔

は
、
快
慶
作
金
剛
薩
埵
像
と
本
尊
如
意
輪
観
音
像
の
作
風
が
通
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
如
意
輪
観
音
像
も
快
慶
周
辺
の
造
立
と
み
て

い
る
。
と
も
に
古
像
再
興
の
感
触
が
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

さ
て
、
隨
心
院
の
仏
壇
に
は
、
ほ
か
に
平
安
時
代
後
期
に
制
作
さ
れ
た
旧
講
堂
本
尊
と
伝
え
ら
れ
る
定
朝
様
の
阿
弥
陀
如
来
像
、

阿
弥
陀
よ
り
や
や
遅
れ
る
旧
金
堂
本
尊
と
伝
え
ら
れ
る
薬
師
如
来
像
、
薬
師
と
同
時
期
制
作
の
不
動
明
王
像
、
制
作
年
代
が
異
な

る
三
軀
か
ら
な
る
釈
迦
三
尊
像
、
近
世
の
弘
法
大
師
像
と
仁
海
僧
正
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
能
の
間
の
艶
や
か
な
だ
る

ま
商
店
の
襖
絵
「
梅
匂
小
町
絵
図
」
の
奥
に
、
三
尺
ほ
ど
の
文
張
り
地
蔵
が
あ
る
。
小
野
小
町
が
送
ら
れ
た
数
多
く
の
恋
文
を
貼

り
重
ね
た
と
い
う
地
蔵
菩
薩
像
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
制
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
蔵
の
ほ
か
、
同
じ
く
平
安
時
代
に
つ
く
ら

れ
た
小
ぶ
り
の
地
蔵
菩
薩
像
、
近
世
に
制
作
さ
れ
た
伝
小
野
小
町
像
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
隨
心
院
に
は
美
術
史
学
上
、
注
目

す
べ
き
仏
像
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
丁
寧
に
整
え
ら
れ
た
寺
内
に
は
、
仏
像
ば
か
り
で
な
く
絵
画
や
工
芸
の
優
品
も
豊
富
で

あ
る
。
折
々
に
美
し
い
表
情
を
み
せ
る
庭
園
も
合
わ
せ
て
楽
し
み
つ
つ
、
何
度
で
も
足
を
運
び
た
い
寺
院
で
あ
る
。


